
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

（
第
九
〇
七
九
号
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

第 87 号

平成 15 年

11月 4日（火曜日）

一

告
　
　
示

○
住
居
表
示
の
実
施
に
伴
う
市
の
区
域
内
の
町
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
　
（
自
治
振
興
課
）

一

○
保
安
林
の
指
定
の
解
除
予
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
み
ど
り
整
備
課
）

四

○
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
（
健
康
福
祉
総
務
課
）

○
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
川
砂
防
課
）

五

公
　
　
告

○
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
労
働
政
策
課
）

六

○
土
地
改
良
事
業
の
適
否
決
定
（
二
件
）

（
土
地
改
良
課
）

○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
退
任
の
届
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

○
県
営
土
地
改
良
事
業
に
係
る
異
種
目
換
地
の
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

七

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

○
宅
地
建
物
取
引
業
法
の
規
定
に
よ
る
聴
聞
の
実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
　
宅
　
課
）

八

●
香
川
県
告
示
第
六
百
二
十
九
号

住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
十
九
号
）
に
よ
る
住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
、

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
観
音
寺
市

の
区
域
内
の
別
図
一
に
示
す
町
の
区
域
を
別
図
二
（
次
の
表
は
、
新
町
名
の
読
み
方
及
び
区
域
を
示
す
。
）

に
示
す
と
お
り
変
更
す
る
旨
、
観
音
寺
市
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
。

右
の
処
分
は
、
平
成
十
五
年
十
一
月
十
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

新
た
に
画
す
　
新
た
に
画
す
る
町

新
　
た
　
に
　
画
　
す
　
る
　
町
　
の
　
区
　
域

る
町
の
名
称
　
の
読
み
方

天
神
町
　
　
　
て
ん
じ
ん
ち
ょ
う
　
県
道
観
音
寺
善
通
寺
線
の
東
側
線
、
観
音
寺
町
字
福
留
甲
三

一
丁
目
　
　
い
っ
ち
ょ
う
め
　
一
五
の
一
地
先
水
路
北
側
線
、
同
甲
三
一
一
の
二
の
東
側
筆

界
線
、
同
甲
三
一
一
の
二
の
南
側
筆
界
線
、
観
音
寺
町
字
笠

松
甲
八
四
七
の
二
の
東
側
筆
界
線
、
同
甲
八
四
七
の
四
・
同

甲
八
四
七
の
一
一
・
同
甲
八
四
七
の
一
○
・
同
甲
八
四
七
の

三
・
同
甲
八
四
七
の
一
地
先
の
水
路
東
側
線
、
市
道
坂
本
一

号
線
の
北
側
線
、
市
道
駅
通
り
池
之
尻
二
号
線
の
北
側
線
で

囲
ま
れ
た
区
域

天
神
町
　
　
　
て
ん
じ
ん
ち
ょ
う
　
市
道
駅
通
り
池
之
尻
二
号
線
の
北
側
線
、
観
音
寺
町
字
松
尾

二
丁
目
　
　
　
に
ち
ょ
う
め
　
甲
九
一
六
の
一
・
同
甲
九
一
六
の
内
の
第
二
の
西
側
筆
界
線
、

市
道
笠
松
九
号
線
の
北
側
線
、
観
音
寺
町
字
松
尾
甲
九
一
二

の
一
の
西
側
筆
界
線
、
同
甲
九
一
二
の
一
の
北
側
筆
界
線
、

同
甲
九
○
二
の
内
の
第
一
・
同
甲
九
○
三
の
西
側
筆
界
線
、

同
甲
九
○
三
の
北
側
筆
界
線
、
同
甲
九
○
四
・
同
甲
九
○
五

の
三
・
同
甲
九
○
五
の
二
・
同
甲
九
○
五
の
一
の
西
側
筆
界

線
、
市
道
駅
通
り
茂
木
線
の
東
側
線
、
市
道
笠
松
一
号
線
の

北
側
線
、
市
道
坂
本
二
号
線
の
東
側
線
で
囲
ま
れ
た
区
域

天
神
町
　
　
　
て
ん
じ
ん
ち
ょ
う
　
市
道
駅
通
り
茂
木
線
の
東
側
線
、
市
道
上
松
五
号
線
の
北
側

三
丁
目
　
　
さ
ん
ち
ょ
う
め
　
線
、
観
音
寺
町
字
上
松
甲
三
一
六
○
の
東
側
筆
界
線
、
市
道

上
松
二
号
線
の
北
側
線
、
市
道
茂
西
中
央
線
の
東
側
線
、
市

道
茂
西
線
の
東
側
線
、
市
道
天
神
茂
西
線
の
北
側
線
、
市
道

森
ノ
木
六
号
線
の
東
側
線
、
観
音
寺
町
字
森
ノ
木
甲
六
六
四

の
八
・
同
甲
六
六
四
の
一
五
・
同
甲
六
六
四
の
一
四
・
同
甲

七
二
五
の
一
・
同
甲
七
二
六
の
一
の
北
側
筆
界
線
、
観
音
寺

町
字
笠
松
甲
八
二
五
の
二
・
同
甲
八
二
四
の
三
・
同
甲
八
二

三
の
三
・
同
甲
八
二
二
の
三
の
北
側
筆
界
線
で
囲
ま
れ
た
区

域

告

示



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

（
第
九
〇
七
九
号
）

二



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

（
第
九
〇
七
九
号
）

三



●
香
川
県
告
示
第
六
百
三
十
号

次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百

四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
１
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

香
川
郡
直
島
町
字
横
防
三
七
六
五
の
二
か
ら
三
七
六
五
の
四
ま
で
、
三
七
六
五
の
六

２
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
飛
砂
の
防
備

３
　
解
除
の
理
由
　
指
定
理
由
の
消
滅

二
１
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

東
か
が
わ
市
松
原
字
松
西
一
七
四
、
一
八
一
、
字
松
東
四
〇
一
の
一
、
四
〇
一
の
二
、
四
〇
二

２
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
風
害
の
防
備

３
　
解
除
の
理
由
　
指
定
理
由
の
消
滅

三
１
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

東
か
が
わ
市
松
原
字
松
東
四
〇
一
の
一
、
四
〇
一
の
二
、
四
〇
二
、
四
三
〇
の
一
、
四
三
〇
の
二
、

四
三
一
の
一
、
四
三
一
の
二
、
四
三
四
、
四
三
五
、
四
三
九
、
四
四
三
、
四
四
四
、
字
新
川
一
一
四

七
、
一
一
四
八
の
一
か
ら
一
一
四
八
の
四
ま
で
、
一
一
五
二
の
一
か
ら
一
一
五
二
の
九
ま
で
、
字
川

東
一
二
三
四
の
五
四
、
一
二
四
〇
の
一
、
一
二
四
〇
の
六

２
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
潮
害
の
防
備

３
　
解
除
の
理
由
　
指
定
理
由
の
消
滅

四
１
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

さ
ぬ
き
市
津
田
町
津
田
字
江
泊
三
四
七
五
の
二
、
三
四
七
六
の
三
、
三
五
三
六
の
一
、
三
五
三
九
、

字
猪
塚
三
九
六
三
の
二
、
字
萱
落
三
九
七
九
の
四
、
字
北
原
二
八
九
三
の
三
二
八
、
二
八
九
三
の
三

三
〇
、
二
八
九
三
の
三
三
一
、
津
田
町
鶴
羽
字
薬
師
堂
三
〇
の
一
、
三
〇
の
四
、
三
〇
の
六
、
三
二

の
一
、
三
二
の
二
、
三
二
の
五
、
字
鳶
谷
一
五
三
三
の
三
、
一
五
四
七
の
三
、
小
田
字
釜
居
谷
一
の

二
、
字
中
西
二
〇
七
八
の
六
か
ら
二
〇
七
八
の
九
ま
で
、
鴨
庄
字
大
串
四
三
九
〇
の
四
五
、
四
三
九

〇
の
四
七
、
小
豆
郡
内
海
町
吉
田
字
ナ
グ
ラ
乙
二
九
〇
の
四
、
乙
二
九
一
の
五
、
乙
二
九
三
の
四
、

乙
二
九
四
の
五
、
土
庄
町
小
江
字
深
山
尻
六
二
五
の
四
、
六
二
五
の
三
九
、
六
二
五
の
四
四
、
六
二

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

（
第
九
〇
七
九
号
）

四

五
の
四
八
、
六
二
五
の
五
三
、
六
二
五
の
六
一
、
大
部
字
東
黒
山
甲
七
四
九
の
四
、
甲
七
四
九
の
五
、

豊
島
唐
櫃
字
明
神
七
六
四
の
一
五
、
池
田
町
大
字
池
田
字
前
山
一
四
九
一
の
五
、
高
松
市
亀
水
町
一

四
一
四
の
三
五
、
一
四
一
四
の
三
六
、
一
四
一
四
の
三
八
か
ら
一
四
一
四
の
四
〇
ま
で
、
一
四
一
四

の
五
九
、
一
四
一
四
の
七
〇
か
ら
一
四
一
四
の
七
七
ま
で
、
香
川
郡
直
島
町
字
能
見
二
三
九
六
の
三

二
、
二
三
九
六
の
三
四
、
字
宮
ノ
浦
三
七
七
二
の
二
三
、
三
七
七
二
の
二
四
、
字
立
石
三
四
五
八
の

二
、
字
京
ノ
山
三
二
九
九
の
五
四
、
三
二
九
九
の
五
六
、
三
二
九
九
の
六
三
、
三
二
九
九
の
六
七
、

三
二
九
九
の
六
九
、
坂
出
市
坂
出
町
字
北
谷
乙
三
一
四
の
八
、
乙
三
一
四
の
九
、
王
越
町
乃
生
字
西

鼻
二
二
四
四
、
二
二
四
九
、
三
豊
郡
詫
間
町
大
字
大
浜
字
灘
乙
四
三
九
の
一
八
、
乙
四
三
九
の
一
九
、

大
字
粟
島
字
不
天
二
四
五
八
の
二
、
二
四
六
一
の
三
、
二
四
六
二
の
三
、
仁
尾
町
大
字
仁
尾
字
古
江

庚
一
四
一
の
二
、
庚
一
四
一
の
五
、
字
曽
保
甲
一
八
一
の
四
か
ら
甲
一
八
一
の
六
ま
で
、
甲
一
六
六

一
の
一
八
、
字
南
草
木
庚
九
八
九
の
三
二
か
ら
庚
九
八
九
の
三
四
ま
で

２
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
魚
つ
き

３
　
解
除
の
理
由
　
指
定
理
由
の
消
滅

五
１
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
神
野
字
神
野
山
四
五
の
三
八

２
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
公
衆
の
保
健

３
　
解
除
の
理
由
　
指
定
理
由
の
消
滅

六
１
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

小
豆
郡
土
庄
町
肥
土
山
字
大
野
手
乙
二
六
五
の
三
、
乙
二
六
五
の
五
か
ら
乙
二
六
五
の
七
ま
で
、

乙
二
六
六
の
二
、
乙
二
六
六
の
三
、
乙
二
六
六
の
五
か
ら
乙
二
六
六
の
七
ま
で
、
乙
二
六
七
の
三
、

乙
二
六
七
の
四
、
乙
二
六
九
の
二
、
乙
二
七
三
の
二
、
乙
二
七
三
の
三
、
乙
二
七
五
の
三
、
乙
二
七

六
の
二
、
乙
二
七
九
の
三
、
乙
二
七
九
の
四
、
高
松
市
屋
島
東
町
字
冷
岸
一
七
八
四
の
二
二
、
一
七

八
四
の
二
三
、
木
田
郡
三
木
町
大
字
小
蓑
字
虹
ノ
滝
一
八
七
九
の
四
、
一
八
八
〇
の
七
、
仲
多
度
郡

琴
平
町
字
川
西
一
二
六
二
の
七
二

２
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

３
　
解
除
の
理
由
　
指
定
理
由
の
消
滅

●
香
川
県
告
示
第
六
百
三
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

（
第
九
〇
七
九
号
）

五

同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
介
護
機
関
か
ら
当
該
介
護
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出

が
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

事
業
者
（
開
設
者
）

事
業
所
（
施
設
）
の

廃
　
止
　
年
　
月
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
名
称
及
び
主
た
る
　
　
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

名
称
及
び
所
在
地

事
務
所
の
所
在
地

平
成
一
三
、
二
、
二
八
　
　
大
西
薬
局
　
　
　
　
　
大
西
　
芳
子
　
　
　
　
居
宅
療
養
管
理
指
導

綾
歌
郡
国
分
寺
町
福
　
綾
歌
郡
国
分
寺
町
福

家
甲
一
八
一
番
地
　
　
家
甲
一
八
一
番
地

平
成
一
四
、
三
、
三
一
　
　
長
尾
町
国
民
健
康
保
　
長
尾
町
　
　
　
　
　
　
訪
問
看
護

険
多
和
診
療
所
　
　
　
大
川
郡
長
尾
町
多
和
　
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

大
川
郡
長
尾
町
多
和
　
助
光
西
三
五
番
地
一
　
ョ
ン

助
光
西
三
五
番
地
一
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
居
宅
療
養
管
理
指
導

三

平
成
一
四
、
一
一
、
三
〇
　
エ
ス
薬
局
有
限
会
社
　
エ
ス
薬
局
有
限
会
社
　
居
宅
療
養
管
理
指
導

善
通
寺
市
上
吉
田
町
　
善
通
寺
市
上
吉
田
町

二
丁
目
二
番
二
一
号
　
二
丁
目
二
番
二
一
号

平
成
一
五
、
三
、
三
一
　
　
加
地
医
院
　
　
　
　
　
加
地
　
重
博
　
　
　
　
訪
問
看
護

観
音
寺
市
坂
本
町
七
　
観
音
寺
市
坂
本
町
七
　
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

丁
目
八
番
三
五
号
　
　
丁
目
八
番
三
五
号
　
　
ョ
ン

居
宅
療
養
管
理
指
導

平
成
一
五
、
五
、
三
一
　
　
医
療
法
人
社
団
林
泉
　
医
療
法
人
社
団
林
泉
　
訪
問
看
護

会
林
病
院
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

仲
多
度
郡
琴
平
町
四
　
仲
多
度
郡
琴
平
町
四
　
ョ
ン

五
番
地
　
　
　
　
　
　
五
番
地
　
　
　
　
　
　
居
宅
療
養
管
理
指
導

平
成
一
五
、
六
、
三
〇
　
　
都
崎
医
院
　
　
　
　
　
都
崎
　
多
美
恵
　
　
　
訪
問
看
護

坂
出
市
加
茂
町
一
一
　
坂
出
市
加
茂
町
一
一
　
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

〇
五
の
二
　
　
　
　
　
〇
五
の
二
　
　
　
　
　
ョ
ン

居
宅
療
養
管
理
指
導

平
成
一
五
、
九
、
三
〇
　
　
ハ
ロ
ー
歯
科
ク
リ
ニ
　
都
倉
　
達
生
　
　
　
　
居
宅
療
養
管
理
指
導

ッ
ク
　
　
　
　
　
　
　
さ
ぬ
き
市
志
度
二
二

さ
ぬ
き
市
志
度
二
二
　
一
四
番
地
二
一

一
四
番
地
二
一

平
成
一
五
、
九
、
三
〇
　
　
丸
山
歯
科
医
院
　
　
　
丸
山
　
秀
男
　
　
　
　
居
宅
療
養
管
理
指
導

さ
ぬ
き
市
造
田
野
間
　
さ
ぬ
き
市
造
田
野
間

田
七
七
三
番
地
一
　
　
田
七
七
三
番
地
一

平
成
一
五
、
九
、
三
〇
　
　
さ
さ
き
歯
科
医
院
　
　
佐
々
木
　
浩
司
　
　
　
居
宅
療
養
管
理
指
導

木
田
郡
三
木
町
大
字
　
木
田
郡
三
木
町
大
字

井
戸
二
五
七
九
番
地
　
井
戸
二
五
七
九
番
地

六
　
　
　
　
　
　
　
　
六

●
香
川
県
告
示
第
六
百
三
十
二
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
香
川
県
土
木
部
河
川
砂
防
課
及
び
香
川
県
坂
出
土
木
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
十
五
年
十
一
月
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
及
び
同
地
番
に
介
在
す
る
道
路
敷
（
別
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

区
　
域
　
名
　
郡
市
名
　
町
　
　
名
　
大
　
字
　
字
　
名
　
　
　
　
地
　
　
　
　
　
　
　
番

平
山
（
１
）

綾
歌
郡
　
宇
多
津
町
　
　
　
　
　
平
　
山
　
二
六
七
三
番
、
二
六
七
四
番
二
、
二
六

七
五
番
一
、
二
六
七
六
番
一
、
二
六
七

六
番
二
、
二
六
七
七
番
、
二
六
七
八
番
、

二
六
八
〇
番
一
、
二
六
八
一
番
、
二
六

八
二
番
一
、
二
六
八
二
番
三
、
二
六
八

六
番
二
、
二
六
八
七
番
、
二
六
八
九
番
、

二
六
九
〇
番
一
、
二
六
九
〇
番
三
、
二

六
九
二
番
、
二
六
九
三
番
二
、
二
六
九

三
番
三
、
二
六
九
三
番
六
、
二
六
九
四

番
二
、
二
六
九
五
番
八
、
二
七
一
五
番

一
、
二
七
一
五
番
五
二
、
二
七
一
五
番

五
三
、
二
七
一
五
番
六
六
、
二
七
一
五

番
六
八
、
二
七
一
五
番
七
二
、
二
七
一

五
番
七
三
、
二
七
一
五
番
八
一
、
二
七

一
五
番
一
一
一
、
二
七
一
七
番
二



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

（
第
九
〇
七
九
号
）

六

（
「
別
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
河
川
砂
防
課
及
び
香
川
県
坂
出
土
木
事
務

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

●
香
川
県
公
告
第
六
百
三
十
五
号

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
全
国

労
災
病
院
労
働
組
合
香
川
支
部
支
部
長
高
橋
春
樹
か
ら
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
、
平
成
十
五
年

十
月
二
十
七
日
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
事
　
件

香
川
支
部
二
九
九
号
二
○
○
三
年
四
月
十
八
日
付
要
求
事
項

臨
床
衛
生
検
査
技
師
の
定
年
退
職
者
の
補
充
は
正
規
職
員
で
行
う
事
。

病
棟
の
夜
勤
体
制
を
三
人
中
夜
勤
・
三
人
夜
勤
（
現
在
二
人
中
夜
勤
・
二
人
夜
勤
体
制
の
病

棟
）
と
す
る
こ
と
。

二
　
日
　
時

平
成
十
五
年
十
一
月
七
日
（
金
曜
日
）
午
前
零
時
か
ら
本
問
題
完
全
解
決
に
至
る
ま
で
の
期
間

三
　
場
　
所

香
川
県
丸
亀
市
城
東
町
三
丁
目
三
―
一
、
労
働
福
祉
事
業
団
香
川
労
災
病
院
に
お
い
て
、
組
合
員
の

従
事
す
る
職
場
の
全
部
又
は
一
部
。

四
　
争
議
行
為
の
概
要

あ
ら
ゆ
る
形
の
争
議
行
為
を
行
う
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
及
び
救
急
患
者
の
保
安
の
た
め
の
要
員
は

除
外
す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
六
百
三
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
さ
ぬ
き
市
が
土
地
改
良
事
業
（
農
村
総
合
整
備
統
合
補
助
事
業
八

替
地
区
）
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
五
年
十
月
二
十
日
適
当
と
決
定
し
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
さ
ぬ
き
市
産
業
経
済
部
土
地
改
良
課
に
お
い
て
平
成
十
五
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
同

年
十
二
月
一
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
公
告
第
六
百
三
十
七
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
高
松
市
一
宮
土
地
改
良
区
が
土
地
改
良
事
業
（
単
独
市
費
補
助
土
地
改

良
事
業
荒
地
区
）
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
五
年
十
月
二
十
二
日
適
当
と
決
定
し
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
高
松
市
産
業
部
土
地
改
良
課
に
お
い
て
平
成
十
五
年
十
一
月
十
八
日
か
ら
同
年
十
二

月
八
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
公
告
第
六
百
三
十
八
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
観
音
寺

市
圃
場
整
備
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
の
退
任
及
び
就
任
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
退
任
し
た
役
員

役
員
の

氏
　
　
　
名
　
　
住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
退
任
年
月
日

種
　
類

理
　
事
　
森
川
　
忠
義
　
観
音
寺
市
新
田
町
一
二
三
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
一
五
、
五
、
三
一

〃
　
　
　
小
山
　
利
幸
　
〃
　
　
　
〃
　
　
五
一
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
田
井

雄
　
〃
　
　
　
〃
　
　
一
三
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
景
山
　
晃
男
　
〃
　
　
　
〃
　
　
六
〇
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
石
井
源
四
郎
　
〃
　
　
　
〃
　
　
八
六
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
藤
井
　
正
恒
　
〃
　
　
　
〃
　
　
九
〇
五
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
森
　
　
　
修
　
〃
　
　
　
〃
　
　
一
〇
七
五
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
安
藤
　
英
雄
　
〃
　
　
　
粟
井
町
二
八
〇
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
山
岡
　
基
員
　
〃
　
　
　
〃
　
　
二
〇
八
〇
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
〃

公

告



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

（
第
九
〇
七
九
号
）

七

〃
　
　
　
安
藤
　
　
保
　
〃
　
　
　
〃
　
　
二
七
三
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
資
延
　
孝
行
　
〃
　
　
　
新
田
町
一
〇
七
四
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
小
野
　
清

〃
　
　
　
〃
　
　
一
二
六
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
小
林
　
正
幸
　
〃
　
　
　
原
町
四
五
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
二
宮
　
芳
治
　
〃
　
　
　
〃
　
　
三
四
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
横
山
　
照
美
　
〃
　
　
　
〃
　
　
一
八
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
高
橋
　
　
彰
　
〃
　
　
　
〃
　
　
一
二
〇
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
大
矢
　
福
一
　
〃
　
　
　
〃
　
　
一
一
六
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
大
矢
　
　
進
　
〃
　
　
　
〃
　
　
一
一
六
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
高
畑
　
春
男
　
〃
　
　
　
新
田
町
一
五
二
三
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
大
矢
　
　
悟
　
〃
　
　
　
原
町
八
七
五
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

監
　
事

津
　
憲
昭
　
〃
　
　
　
新
田
町
六
八
〇
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
大
平
　
康
雅
　
〃
　
　
　
粟
井
町
二
六
〇
二
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
大
矢
　
和

〃
　
　
　
原
町
一
一
七
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

二
　
就
任
し
た
役
員

役
員
の

氏
　
　
　
名
　
　
住
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
就
任
年
月
日

種
　
類

理
　
事
　
業
天
　
巌
男
　
観
音
寺
市
新
田
町
一
一
一
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
一
五
、
六
、
一

〃
　
　
　
小
山
　
利
幸
　
〃
　
　
　
〃
　
　
五
一
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
香
川
　
五
郎
　
〃
　
　
　
〃
　
　
六
三
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
景
山
　
晃
男
　
〃
　
　
　
〃
　
　
六
〇
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
石
井
源
四
郎
　
〃
　
　
　
〃
　
　
八
六
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
藤
井
　
正
恒
　
〃
　
　
　
〃
　
　
九
〇
五
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
森
　
　
　
修
　
〃
　
　
　
〃
　
　
一
〇
七
五
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
安
藤
　
良
美
　
〃
　
　
　
粟
井
町
二
八
二
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
山
岡
　
基
員
　
〃
　
　
　
〃
　
　
二
〇
八
〇
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
安
藤
　
正
則
　
〃
　
　
　
〃
　
　
二
七
三
〇
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
資
延
　
孝
行
　
〃
　
　
　
新
田
町
一
〇
七
四
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
小
野
　
清

〃
　
　
　
〃
　
　
一
二
六
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
小
林
　
正
幸
　
〃
　
　
　
原
町
四
五
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
二
宮
　
　
敏
　
〃
　
　
　
〃
　
三
四
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
横
山
　
照
美
　
〃
　
　
　
〃
　
一
八
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
多
賀
　
義
忠
　
〃
　
　
　
〃
　
九
〇
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
大
矢
　
福
一
　
〃
　
　
　
〃
　
一
一
六
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
大
矢
　
　
進
　
〃
　
　
　
〃
　
一
一
六
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
大
平
　
　
勉
　
〃
　
　
　
新
田
町
一
五
〇
〇
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
大
矢
　
　
悟
　
〃
　
　
　
原
町
八
七
五
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

監
　
事
　
石
井
　
孝
行
　
〃
　
　
　
新
田
町
九
二
四
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
齋
藤
　
和
生
　
〃
　
　
　
粟
井
町
二
〇
六
九
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
〃

〃
　
　
　
大
矢
　
和

〃
　
　
　
原
町
一
一
七
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

●
香
川
県
公
告
第
六
百
三
十
九
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
綾
南
南
部
地
区
（
第
三

工
区
）
に
お
い
て
樹
立
す
る
換
地
計
画
に
関
し
、
次
の
従
前
の
土
地
は
、
非
農
用
地
区
域
に
換
地
す
る
土

地
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
地
　
　
番
　
　
地
目
　
用
途
　
　
　
地
　
　
　
　
積

綾
歌
郡
綾
南
町
大
字
陶
字
向
原
北
　
　
四
六
八
六
―
四

田
　
　
田
　
　
三
六
○
平
方
メ
ー
ト
ル

●
香
川
県
公
告
第
六
百
四
十
号

次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称



平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

（
第
九
〇
七
九
号
）

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http://www. pref. kagawa. jp/

八

丸
亀
市
飯
野
町
東
分
字
中
原
一
一
六
六
番
一

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

丸
亀
市
土
器
町
西
一
丁
目
一
八
〇
番
地

西
丸
　
英
昌

●
香
川
県
公
告
第
六
百
四
十
一
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
開
に
よ
る
聴
聞
を
行
う
。

平
成
十
五
年
十
一
月
四
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
聴
聞
期
日

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
（
金
）

午
前
十
時

二
　
聴
聞
場
所

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

香
川
県
庁
本
館
一
二
階
第
三
会
議
室

三
　
被
聴
聞
者

１
　
商
号
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

丸
藤
住
宅
株
式
会
社

蓮
井
　
敏
照

高
松
市
木
太
町
一
一
三
〇
番
地
三

２
　
免
許
証
番
号

香
川
県
知
事
（
九
）
第
一
九
〇
六
号


